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Ｑ10 「個別の指導計画」・「個別の教育支援計画」とは何か？その意義や形式を教えてほしい。

Ａ： 特別支援教育の推進において、個別の指導計画と個別の教育支援計画の活用により、個々

の児童生徒の障害に応じた適切な指導の充実が求められている。参考となるパンフレット等が

県教育委員会から出されている。それらを基に、①学習指導要領上の位置付け、②意義、③個

別の指導計画の例、④個別の教育支援計画の例、⑤参考資料について示したい。

１ 学習指導要領上の位置付け

小学校学習指導要領総則第４の２（７）

障害のある児童などについては、特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ、例えば指導に

ついての計画又は家庭や医療、福祉等の業務を行う関係機関と連携した支援のための計画を個別

に作成することなどにより、個々の児童の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を計

画的、組織的に行うこと。 （中学校学習指導要領では総則第４の２（８）に同等の記載有り）

個別の指導計画 個別の教育支援計画

２ 意義

（１）個別の指導計画

○障害のある児童生徒一人一人について、指導の目標や内容、指導方法の工夫を計画的、組織

的に行うなど、個々の児童生徒に応じた適切な指導を行うためのもの。

（２）個別の教育支援計画

○就学前の幼稚園や保育所、医療、福祉等の関係機関における指導や支援の全体像を把握し、

関係機関との役割分担を明確にした上で個別の指導計画を作成したり、また、進路先に在学

中の指導や支援の状況を引き継ぐ際に、個別の教育支援計画を活用し、関係者間で支援の全

体像についての共通理解を図ったりするなど、学校や関係機関における適切な指導や必要な

支援に生かすもの。
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３ 個別の指導計画

（１）通常学級における個別の指導計画作成の留意点

○通常学級で、支援の必要性が高い児童生徒に対する指導においては、必要に応じて「個別の

指導計画」を作成する。

○目標や指導の手立てを明確にすること、教職員同士、教職員と保護者の間で指導に関する情

報を共有すること、定期的な評価に基づき指導の改善を行うことなどが個別の指導計画の役

割となる。

○作成に当たっては、うまくいっているところを生かすこと、２か月程度で達成可能な目標を

一つ、二つに絞ること、指導の手立てを具体的に設定することがポイントとなる。

○評価を適切に行い、指導の生かすことが必要である。

○作成することで満足せず、関係教職員で活用して実際の指導に生かすことが求められる。

（２）通常学級における個別の指導計画の例 （「学級担任による個別の指導計画の活用」p.3）

（３）特別支援学級・通級による指導における個別の指導計画作成の留意点

○当該児童生徒の実態やニーズを考慮の上、当該児童生徒のうまくいっているところやがんば

っているところを更に伸ばすように目標や手立てを考える。

○目標は、長期目標（おおよそ１年間で達成できるもの）と短期目標（おおよそ学期ごと）と

に分け、関連付けて設定する。短期目標は達成可能なより具体的な目標を設定する。

○作成に当たっては、学級担任や特別支援教育コーディネーター等が保護者と連携を図る。

○児童生徒にとって適切な計画であるために、計画（PLAN）－実践（DO）－評価（CHECK）
－改善（ACTION）を適宜行い、より適切で効果的な指導となるよう指導内容や方法を改
善する。

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/documents/1207219984735.pdf
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（４）特別支援学級における個別の指導計画の例（「特別支援学級及び通級による指導教育課程編制の手引」p.119）

氏名 担任

障害種・
診断名

心理検査
等の結果

うまくいっているところ
つまずいているところ

長期目標 短期目標
自立活動
との関連

手立て 児童生徒の変容 総括的評価

うまくいっているところ 第１期

うまくいっているところ 第１期

・紙工作のゲームを作ることができ

る。 ５(5)

第２期

つまずいているところ ・粘土で遊園地を造ることができる。

第３期

・板版画を彫ることができる。

うまくいっているところ 第１期

・リレーに参加することができる。

第２期

つまずいているところ ・運動会のダンスに参加することが

できる。

第３期
・縄跳びの前とびができる。

うまくいっているところ 第１期

・5分間話を聞くことができる。

第２期

つまずいているところ ・カードを見せて移動することができ

る。

第３期

・10分間話を聞くことができる。

実態 長期目標 短期目標
自立活動
との関連

手立て 児童生徒の変容 総括的評価

うまくいっているところ ・見本の写真を用いて、作り方の見通しを

もたせる。工夫しているところを認める。

・「はさみはこの箱ね」と言いながら、道具

を入れる。

・「机の整理整頓」とは箱に決められた道

具を入れることと教える。

つまずいているところ ・「はさみはこの箱」と言い、箱を指さす。

少しずつ「はさみはどこに入れる？」と言う

だけにする。

・毎週水曜日を「つくえきれいの日」とし

て、箱に決められた道具が入っているか確

認する。

・箱に道具が入っていたらほめる。道具が

すぐに取り出せるよさに気付かせる声かけ

をする。

うまくいっているところ ・遠足の活動についての話合いは、教師

が代弁しながら行う。

・遠足当日、不安な様子が見られたら、す

ぐに声かけをし、話を聞く。

・保護者に見せる出し物を友達と協力して

行えるよう、教師が見本を行動で示す。

つまずいているところ ・友達の予想もつかない面白い動きに気

付き、ともに味わうようにする。

・合同学習でつながりのある６年生の話を

し、楽しかった思い出の話をする。

・６年生が楽しいと思える出し物は何かを

話合いの機会を多く作る。本児の意見を代

弁する。

うまくいっているところ 第１期

・友達の誘いで外へ行ける。

第２期

つまずいているところ ・友達の誘いで外で遊べる。

第３期

・仲良しの友達と一緒に外で過ごせ

る。

第３期
・他校との「卒業生を送る会」で友達

と出し物を行うことができる。

・教師が話を解説しなく

ても、側にいることで落

ち着いて話が聞けるよう

になってきた。カードの

使用は継続したい。

３(4)

・話の解説とカードの支援を継続する。 ・立ち歩きが少なくなった。

・机の中の整理整頓が

できるようになった。今

後は、ロッカーの整理整

頓もできるよう指導を継

続する。

・教師の言葉かけだけで、自

分で箱に道具を入れることが
できるようになった。

4(2)

・行事を嫌がらずに参加している。

３(4)

・「うごいていいですか」カードを持たせ、担

任に見せてから隅に移動させる。

・カードを見せてから移動で
きるようになった。

・列の一番後ろで、小声で話の解説をす

る。立ち上がったら体育館の隅に移動させ

る。

・５分程度聞くことができるよ
うになったが、突然立ち上が
りふらふらすることも見られ
た。

５(1)

・初めは縄跳びを片手に持ち、回すことと

ジャンプのタイミングを合わせるようにす

る。

4(2)

特
別
活
動

学校行事
・集会で話を

最後まで聞く

ことができる。

３(4)

・集会や朝会で飽きると立ち上が

り、移動してしまう。

・予定通り行動することができる。

・手助けが必要なことを担任に伝

えることができる。

第２期
・教師の言葉かけで、引出しの区分

けに合わせて道具を入れることがで

きる。

５(1)

・担任が側で一緒に踊る姿を見ながら練

習を行う。少しずつ見守る場面を増やす。

・当日は担任とともにダンスを
踊り、満足した様子が見られ
た。

５(1)

・事前にバトンのもらい方、渡し方を指導す

る。最後まで走れたらほめる。

・バトンをもらって走り出すま
でに少し時間がかかるが、最
後まで走り切る様子が見られ
た。

・粗大運動は苦手だ

が、本児の努力によっ

て、少しずつできるよう

になってきた。達成感も

味わえるようになってき

た。

・はさみやのりをうまく使える。

５(5)

・交流学級に行く前に遊園地に行った思い

出を話し合う。行ってみたい遊園地を想像

させる。

・自分のイメージ通りの作品
ができ、満足な様子が見られ
た。

・絵を描くのは苦手だが、教師が

薄く描いた線はなぞれる。 ５(5)

・彫刻刃を使うので学級で事前に指導す

る。下書きは本児のイメージを聞きながら

描くことを手伝う。

・担任と一緒に作品を仕上げ

たことに満足した様子が見ら
れた。

・ゆっくり回しながら跳べるよ
うになった。

・水曜日が近付くと、箱に道
具を自分でいれるようになっ
た。

・教師が言葉かけに合わせ
て、箱に道具を入れられるよ
うになった。

第１期
・教師の手助けのもと、引出しの区

分けに合わせて道具を入れることが

できる。

第３期
・自ら進んで机の中を整理すること

ができる。

4(2)

・進んで外に出られるよ

うになった。気の合う友

達と過ごすことができる

ようになった。

３(1)

・交流学級の友だちに協力をお願いし、担

任も交えて遊ぶようにする。

・気分がいい時は、一緒に遊
ぶことができた。

３(1)

・交流学級の気の合う子に散歩の協力を

お願いする。

・教師がいなくても進んで一

緒に散歩する姿が見られた。

３(1)

・同じ学級の５年生に外遊びに誘ってもら

うようお願いをする。

・必ず外に出るようになった
が、異学年なので遊ぶ内容
が違ってしまった。

・外へ行っても一人で遊ぶことが

多い。

そ
の
他

休み時間
・友達と一緒

に外で遊ぶこ

とができる。

・友達に誘われれば、一緒に外へ

行ける。

・教師の目の行き届かないところ

で、友だちとけんかになってしまう

ことがたびたび見られる。教師の

言葉かけでけんかにならずにすん

だこともあった。

・友だちとのつながりを

持つことが難しかった

が、友だちとともに学習

を進めることができるよ

うになってきた。教師の

代弁によって自分の考

えを伝えることが多かっ

たので、少しずつ援助を

減らし、自分の考えを自

ら友だちに伝えられるよ

う、指導を継続していき

たい。

２(2)

３(4)

６(5)

・友達の動きに興味をがもて
るようになってきた。出し物を

友達と一緒に行うことができ
た。

２(2)

３(4)

６(6)

・見ている人に楽しんでもら

えるような動きができるように
なった。友だちの動きにも合
わせられるようになった。

２(1)

４(2)

３(4)

６(5)

・友だちとけんかにならずに
遠足に参加することができ
た。しかし、友だちとともに行

う行動は少なかった。

第１期
・友達と遠足に行く計画を立て、グ

ループで行動できる。

第２期
・友達とともに収穫祭の計画を立

て、協力して担当の仕事をすること

ができる。

特記事項

・食べ物の好き嫌いが激しく、給食はご飯しか食べないことがある。そのため、家庭からふりか

けを持参している。

各教科等名

各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導

日常生活
の指導

・机の中の整

理整頓ができ

る。

生活単元
学習

・友達に自分

の考えを伝え

ながら学習を

進めることが

できる。

・整理整頓が苦手であるが、
机の中の整頓の仕方を教え
るとやろうとする。

・学習の見通しがもてれば、独り

で集中して学習することができる。

・困った時に教師を見て、助けを求

めることができる。

平成○年度 個別の指導計画

○○ ○○ 平成○年○月○日生 ４学年 〇〇 〇〇

体育
《交流及び
共同学習》

・体を動かす

楽しさを味わ

いながら、体

力を付けること

ができる。

実
態

各教科等名

各
教
科

田中ビネー知能検査(平成○年○月○日実施) IQ=〇

S-M社会生活能力検査(平成○年○月○日記入) SQ=〇

広汎性発達障害

・休まず体育に参加できる。

・みんなの動きに合わせて体を動

かすのは苦手であるが、努力する

姿が見られる。

・見本の写真を用いて、作り方の見通しを

もたせる。工夫しているところを認める。

・最後まであきらめずに作品
を作ることができた。

・本児のもつイメージや

本児の工夫を生かした

作品を作ることができ

た。今後は絵画でも本

児のイメージを生かせる

よう支援したい。

図画工作
《交流及び
共同学習》

・自分の工夫

を生かして造

形活動を行う

ことができる。

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/documents/1275997991298.pdf
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（５）通級による指導用個別の指導計画の例（「特別支援学級及び通級による指導教育課程編制の手引」p.120）

氏名 平成〇年〇月〇日生 (〇)学年 保護者

担任 在籍校・学級

担当者 通級曜日・時間帯

障害種・
診断名

心理検査
等の結果

うまくいっているところ
つまずいているところ

目標
自立活動と

の関連
手立て 総括的評価

うまくいっているところ 第１期

第２期

つまずいているところ

第３期

うまくいっているところ 第１期

第２期

つまずいているところ

第３期

※裏面に在籍学級担任が作成した個別の指導計画を記載する

・計画やルールが決まれば、

守って活動できる。
・人懐こく何でも話ができる。

・自分で出したものを、片付け

ることができる。

・１年程度の漢字は書ける。
・短い文章は読もうとする。

・運動が好きである。
・積み模様が大好きである。

特記事項
・サッカーのスポーツ少年団でレギュラーになっている。
・虫や動物に関する図鑑を読むのが好きで、知識もある。

・〇〇市教育センターへ２か月に１度教育相談をしている。

・漢字の構成を言葉に置き換え、そ

れを覚えて書かせる。
・練習後は、ごほうび活動を位置付

ける。

・〔通級での学習→宿題で練習→テ
スト〕とし、テストで100点が５回取れ

たら、虫のゲームをする。

・練習する漢字を７割程度に
絞って、覚えることができる。

・教科書の予習範囲を、５文

字ずつ覚えることができる。
２（１）

２（３）

平成 年度 個別の指導計画

〇〇 〇〇

〇小学校 〇年 〇組 ℡ ( )

〇〇 〇〇

〇〇 〇〇

通
級
に
よ
る
指
導

学
習
面

生
活
面

・開始時間を守って、遊ぶこと

ができる。

・片付けしないことが多い。
・入室後、すぐには着席でき

ず、遊んでいることが多い。

２（１）

２（３）

・鉛筆を持った学習は嫌がる。
・早く終わらせたくて、書くこと

が雑になることがある。
・注意の持続は５分程度であ
る。

・３０文字中２５文字書けた。このや

り方ならやってもいいと言っている。

１（１）

・活動計画表のめあてに記入し、活

動ごとにチェックする。

１（１）

２（２）
３（３）

・最初の遊びも活動計画に位置付け

させる。
・タイマーを自分でセットさせる。

火曜日 ６校時 曜日 校時〇〇 〇〇

児童生徒の変容

実
態

注意欠陥多動性障害

WISC-Ⅲ知能検査（H〇.〇.〇実施）

ＦＩＱ〇（ＶＩＱ〇・ＰＩＱ〇）

・面倒がることもまだ多いが、声をか

けることで取りかかれるようになっ
た。

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/documents/1275997991298.pdf
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４ 個別の教育支援計画

（１）栃木県における捉え方

○栃木県においては、個別の教育支援計画を、その児童生徒の将来を見据えながら、各年齢段

階において、支援の全体像を把握し、関係機関との役割分担を明確にして、適切な指導や必

要な支援を検討するために活用する「支援機関一覧」ととらえる。

○各年齢段階における具体的な指導や支援については、学校が作成する個別の指導計画、医療

や福祉等の関係機関が作成する個別の支援計画に基づき実施されるものである。

（２）個別の教育支援計画の例 （「個別の教育支援計画の作成について」p.3）

５ 参考資料

○特別支援教育啓発資料３ 「学級担任による個別の指導計画の活用」 H20.3 栃教委
通常学級における個別の指導計画の記入の仕方や活用について記載されているリーフレット

○特別支援学級及び通級による指導 教育課程編成の手引 H22.2 栃教委

特別支援学級及び通級による指導の具体的な指導計画例や個別の指導計画・個別の教育支援

計画の様式が紹介されている冊子

○特別支援教育啓発資料 「個別の教育支援計画の作成について」 H22.3 栃教委

個別の教育支援計画の作成方法と例が示されているリーフレット

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/tokubetsu-shien01.html
http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/documents/1275997991298.pdf
http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/documents/1207219984735.pdf
http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/documents/kobetunokyouikusiennkeikaku3.pdf

